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E会員のページ習
女ホームページ「藻類講座」アドレス変更

「藻類講座」というタイ トルでホームページを開設して以来，

数年が経ちました。このホームページはこれまで福岡市のク

リップ社という会社の好意でスタートし，運営してきました。

しかし，このドメインを閉鎖するという連絡を受けて，今後の

運営をどうするか考慮していました。いく人かの方のご意見

を受けて，このほど下記(左下)のアドレスに移行して続け

ることにしま した。これまで通りごilZいただきたいと思います。

これからは島袋寛盛さんにもご協力をお願し 3しています。

このホームページは吉田個人で運営するつもりではなく ，

誌類に関心を持つ方にひろく利用していただきたいと開設し

たものです。藻類学会会員

の皆さんからの情報によっ

てさらに内容を充実させる

ことを期待しています。た

だホームページ専用のメー

ルアドレスを持っていませ

んので，吉田 (ICB62657@

nifty.com)あてにご連絡

http://www.sourui-koza.com/ ください。
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(吉田忠生)

大ひろしま生きた自然博物館が DVDを製作

瀬戸内海国立公園を背景にした「ひろしま生きた自然博物

館」が，元宇品を中心に海藻 ・海岸動物 ・原生林 ・地質など

分かりやすく理解できるよう自然環境学習のための DVD(映

像)およびCD(ワークシート)を開発しました。

この教材を利用すれば指導者がし 3なくても子どもと保護者

が身近に自然体験を味わうことが出来ます。このことによっ

て将来を担う理科好きの子を育てることを目的としています。

広島県内の学校と公民館へ無料配布しておりますが， HPより

インターネット配信もしております (http://www.hlnm.jpl)。

お問い合わせ先 :事務局長 松本放充(広島市草津公民館長)

E-mail: kusatsu-k@h山 山Ichi.city.hiroshima.jp。
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*海藻押し葉コーナー(瀬戸内海区水産研究所)

毎年7月に開催されている瀬戸内海区水産研究所 (広島県廿

日市市)の一般公開では，海藻押し葉ハガキ作りがイベン 卜と

してすっかり定着しています。「もっと知りたい瀬戸内海」をテー

マに開催されたH午年度は 602人が来場，お魚タッチプールや研

究調査船見学が人気を降す中，押し葉ノ、ガキも 200人余りの

人が作成しました。作成にあたっては，用意した官製ハカ寺キの

表面たお届け先の住所を記載してもらい，裏面に色とりどりの

海諜で好きなデザインを描いてもらいます。乾燥後，職員がラ

ミネートシートに挟み込み投函し，忘れた頃に夏休みの思い出

が届くという しくみです。例年夏枯れシーズンに開催されるた

め，材料の海藻集めに職員はー苦労。人気があるのは，ユカリ

やアオサなど色鮮やかな素材。アサイワズタやホンダワラ類の

葉はその形状が喜ばれます。不運にも海藻といっしょに採集さ

れてしまったヨコエビやカニ達も，子供達にとっては大事な役

者です。毎年驚く

ばかりの見事な芸

術から，ひたすら

てんこ盛りの‘大作'

まで様々な作品が

出来上がります。

さあ，今年はどん

な力作が出来るか

な? 来る 7月 19

日に開催予定です。 (吉田吾郎)

女誌上アンケート「イワズタ・イワヅタ問題」

前々号で吉田先生に回答いただきましたこの問題(詳細は

55巻2号)，その後まったく反響がありませんでしたので，こ

のたび、会員の皆機へ誌上アンケートを行うことにいたしま した。

吉田先生が指摘されましたように，「現代仮名遣いJ (昭和 61

年内閣告示)において本則は「ず」で，その例外として二語の

連合によって「づJを生じた「みかづき(三日月)Jが挙げら

れています (55巻 3号 p.235)。また，例外の例外として「稲妻」

のように二語に分解しにくいものは「ずJ rづ」どちらでも書け

るともされます。下記の項目についてご回答をお寄せいただけ

ましたら幸いです。

問 l どちらの表記を使いますか。

1. イワズタ 2.イワヅタ 3.両方 4.その他

問2 どちらの表記を使いますか。

l モズク 2.モヅク 3.両方 4 その他

問3 どちらの表記を使いますか。

1. ミカズキモ 2. ミカヅキモ 3.両方 4. その他

ご回答は編集長へ，葉書かメ ール (kitayama@kahaku.

go.jp)のどちらかでお願いいたします。締切は 8月31日。集

計結果を次号に掲載する予定です。 (編)
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女学校で海藻標本展(横浜清風高等学校)

横浜清風高等学校(横浜市)では， 2008年度入学式 (4

月8日)から 2週間，神奈川県藤沢市江ノ島周辺の海藻標本

を，南校舎と北校舎をつなぐ廊下に展示しました(下の写真。

損影:横浜清風高校写真部)。横様はこれまで，江ノ 島周辺

で採集した約 150種類 2900枚の海藻標本を作製してきまし

た。今回の標本展では，海韻研究の歴史が深い江ノ島の海藻

を知ってもらうため，江ノ l誌を基準産地 とする 30種と， 磯

や打ち上げで普通に見 られる 58種の計 90枚を展示しまし

た。壁一面に並んだ海藻は壮観で ，こんなに江ノ島で見ら

藻類木彫りアート

山岸高旺先生から芸術

品が周きま した。以前よ

り|噂には聞いておりました

が，これほど、の名品揃いと

は予想しておりませんでした(カラーでお見

せできないのが残念)。いずれの図案も題材

が藻類から とられており，鎌倉あたりの寺社

の宝物殿に置かれようものなら考古学者を悩

ませそうな趣のある作品群で、す。

じつは山岸先生には，来年8月に東京で開

催される第 9巨|国際藻類学会議 (IPC9，詳

細は前号 p.48)の会場でこれらの作品を展

示即売グッズとして出品していただけないか，

交渉中です。皆様からもこのような藻類アー

トのご、出品をお待ちしております(連絡先 :

北山 kitayama@kahaku.go・jp)0 (編)

図 lー10 山岸高l庄木彫りアート

1-5.ブローチ.1-2.クンショウモ，3.フシナシミ

ドロ， 4.ツヅ、ミモ，5.タマイタタ守キ.

6-7ペンダント.6ミドリムシ，7フシナシミ ドロ.

8-10.ペーパーナイフ 8.フシナシミドロ， 9-10. 
タマイタダキ.

園 田 ・ 園 田 2cm

れるの !?J， '海藻ってすごく きれい !!Jと生徒達の評判も上々

でした。学校関係者や来校者の方々にも見て頂き， '1500人

の海藻ファン」を増やせたと自負しております。

(横浜清風高等学校 横津敏和)

*海藻標本のご寄贈に感謝(科博， TNS) 

国立科学博物館大型藻類楳本室 (TNS，つくば市)では，

海藻標本の寄贈を歓迎しております(詳細は 55巻 2号の本欄

をご覧下さし，)。今年に入ってからも下記の方々から貴重な標

本を寄贈していただきました。この場をお借りして御礼1'1"し

上げます。

"1:1庭正人先生(ひたちなか市)より，茨城県産海藻標本

245点。昨年の 55巻 3号に掲載の「茨城県沿岸域の海藻相」

(pp.195-198)の証拠標本が含まれています。

相i~1謬敏相 |先生 (横浜市)からは ， 江ノ島周辺の海藻標本が

188点。主に2005年から 2007年にかけ同海域でなされた海

藻植生調査の証拠標本で， 今春，ご勤務先の高校にて展覧さ

れたものも含まれています(詳細は上の記事)。

本欄への御投稿をお待ちしています。

本文400字以内と写真 I枚でお阪し 3

します。編集部まで。 (編)

(北山太樹)

.ii件。




